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11
月
５
日
か
ら
13
日
に
町
内
の
各
地
区
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
開
催
し
54
名
の
町
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ  

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
装

置
に
つ
い
て
、
補
助
率
の
引
き
上

げ
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
安
全
運
転
支
援
装
置
取
付
け

に
か
か
る
費
用
の
１
／
２
を
助
成

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
補
助

の
引
き
上
げ
に
関
し
て
は
、
利
用

率
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ  

担
い
手
住
宅
は
、
関
地
区
を

中
心
に
建
設
さ
れ
て
い
る
が
、
他

の
地
区
で
の
建
設
の
計
画
は
な
い

の
か
。

Ａ　
町
が
所
有
す
る
宅
地
で
あ
り
、

移
住
者
が
希
望
す
る
場
所
に
建
て

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
電

気
柵
が
普
及
し
農
地
は
守
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
民
家
近
く
の

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
。
人
的
被

害
の
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
対
応
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
●
台
風
19
号
関
係

　
丸
森
町
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣

市
町
で
は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
及

び
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
で
は
10
月
12
日
午

後
6
時
に
特
別
警
戒
本
部
を
設
置

し
、
全
職
員
を
招
集
し
ま
し
た
。

午
後
8
時
に
総
雨
量
が
２
０
０
㎜

を
超
え
る
予
測
と
な
っ
た
た
め
、

避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
各

地
区
公
民
館
を
中
心
に
避
難
所
を

Ａ　
現
在
、
18
名
が
駆
除
隊
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
も
広

域
的
な
駆
除
対
策
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
河
川
災
害
に
つ
い
て
、
川
底

を
下
げ
る
工
事
及
び
川
幅
を
広
げ

る
整
備
等
を
講
じ
る
よ
う
に
要
望

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　
災
害
復
旧
は
原
則
的
に
原
形

復
旧
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
は
よ
り
強
固
な
復
旧
が

検
討
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
河
川

整
備
に
つ
い
て
県
に
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
空
き
家
の
活
用
事
例
、
解
体

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
空
き
家
の
活
用
事
例
と
し
て
、

お
試
し
住
宅
が
あ
り
ま
す
。
助
成

に
つ
い
て
は
、
一
件
あ
た
り
費
用

の
１
／
２
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

（
50
万
円
が
上
限
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
場

開
設
し
7
名
の
方
が
避
難
を
さ
れ

ま
し
た
。
被
害
の
状
況
は
、町
道・

農
道
を
中
心
に
25
箇
所
、
被
害
額

は
約
2
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

準
備
が
整
い
し
だ
い
復
旧
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
１
１
３
号
の
小
原

地
区
内
で
落
石
及
び
路
盤
の
崩
落

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
は
、

12
月
中
旬
と
な
る
見
込
み
で
す
。

町
営
バ
ス
の
運
行
は
、
長
老
を
経

由
す
る
臨
時
便
で
運
行
し
て
い
ま

す
。

　
●
農
業
関
係

　
今
年
生
産
さ
れ
た
七
ヶ
宿
産
米

は
、
質・
量
と
も
例
年
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
新
た
に
補

助
事
業
の
採
択
を
受
け
、
電
気
柵

を
約
23
㎞
設
置
し
ま
し
た
。
10
月

末
の
駆
除
頭
数
は
、
猿
75
頭
、
イ

ノ
シ
シ
１
６
４
頭
、
熊
4
頭
を
駆

除
し
て
い
ま
す
。

は
ど
の
よ
う
な
施
設
と
な
る
の
か
。

Ａ　
テ
ン
ト
サ
イ
ト
７
張
り
で
最

大
８
名
ま
で
利
用
が
可
能
。
気
軽

に
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
で
き
る
施
設

に
な
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
国
道
１
１
３
号
の
復
旧
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

Ａ　
12
月
中
旬
頃
と
聞
い
て
い
ま

す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
移
住
者
に
対
す
る
支
援
は
充

実
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
住
ん
で

い
る
同
世
代
に
対
す
る
施
策
の
検

討
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
今
ま
で
住
ん
で
い
ら
れ
る
方

に
対
し
て
は
、
二
世
帯
住
宅
支
援
、

新
築
支
援
、
宅
地
の
譲
渡
、
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
台
風
19
号
に
よ
る
被
災
地
へ

の
応
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
丸
森
町
に
は
、給
水
車
支
援・

保
健
師
の
支
援・
避
難
所
の
管
理

運
営
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　
●
観
光
関
係

　

横
川
地
区
に
計
画
し
て
い
る

キ
ャ
ン
プ
場
は
来
年
の
３
月
に
完

成
し
、
４
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。
横
川
渓
谷
と
長
老

湖
を
中
心
に
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
●
長
期
総
合
計
画
関
係

　
将
来
に
わ
た
っ
て
七
ヶ
宿
町
が

存
続
で
き
る
よ
う
、「
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ

く
り
」の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
を
集
約
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

白
石
市
に
は
、
災
害
ご
み
の
管
理

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
各
地
区
に

お
い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
「
や・
す
ま
っ
し
ぇ
」の
利
用

状
況
と
営
業
時
間
に
つ
い
て
早
め

る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
伺
う
。

Ａ　
８
月
時
点
の
利
用
者
は
５
７

０
０
名
で
、
町
外
が
７
割
、
町
内

が
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
営
業

時
間
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の
関

係
上
難
し
い
。
本
年
度
は
こ
の
体

制
で
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
様
子

を
見
て
検
討
し
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ｑ　
第
６
次
長
期
総
合
計
画
の
基

本
構
想
に
つ
い
て
町
長
の
意
見
と

考
え
を
伺
い
た
い
。

Ａ　
将
来
に
わ
た
っ
て
、
七
ヶ
宿

町
が
存
続
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
た
め
皆
さ
ん
の
意

見
を
集
約
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
公
約
に
掲
げ
て
い
る

「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
ま
ち
づ
く
り
」が
基
本
と
な

り
ま
す
。

意
見
交
換

ま
ち
づ
く
り
の
報
告

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

▲滑津地区


